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テーマ ● プライドを捨てた男の人生訓

No.355〈2026・1〉

2026年1月21日（水）令和7年度

第10回 大ホール

夢のつづき〔毎月１日発行〕／第34巻第10号／通巻第355号・令和8年1月1日発行
平成4年10月2日第三種郵便物認可・年間購読料1,700円（郵便料共）

■と　き／4月4日（土） 14:30～16:00

■講　師／　　　　　　　　　　　毛
も う り

利 衛
まもる

氏

■テーマ／宇宙から見た地球生命のつながり

●1948年、北海道余市町生まれ。理学博士。1985年、
北海道大学助教授から、日本初の宇宙飛行士に選ばれ
る。1992年、宇宙実験を遂行し、「宇宙授業」は国民的
イベントになり、流行語大賞となる。
　2000年、初代日本科学未来館館長に就任し、日本の先
端科学技術を世界に広め、人材育成に貢献している。

　次回のご案内

開  場 17：30
夢のひろば 18：00
講  演 18：30（終了20:00）

●北海道旭川市出身。派遣社員から外資系
証券会社勤務を経て、2005年9月の総選挙
で最年少当選を果たす。労働問題を専門に、
特にニート・フリーター問題等、若年者雇
用の環境改善に尽力した。
　現在、テレビ・ラジオ・雑誌等で活動する
一方、自身の経験を交えながら語る政治・
経済をテーマとした講演活動を全国で行っ
ている。

杉村 太蔵 氏のプロフィール

元 衆議院議員　杉
す ぎ む ら

村 太
た い ぞ う

蔵氏講　師 ●

　派遣社員から外資系証券会社へ、
そして26歳で衆議院議員に最年少当
選‥‥そして落選。
　今回の講師・杉村太蔵さんは、北
海道旭川市出身。清掃の仕事で学ん
だ「職業に貴賎なし」を胸に刻み、
幾多の挑戦を重ねてきました。議員
時代には、厚生労働委員会や決算行
政監視委員会に所属し、ニート・フ
リーターなど、若年雇用の改善に尽
力しました。
　その後、2016年には、慶應義塾
大学大学院メディアデザイン研究科
後期博士課程に合格し、単位取得満
期退学。現在は、『サンデー・ジャポ
ン』『情報ライブ ミヤネ屋』など、
メディアで活躍中。一方、創業支援
を通じた新しいまちづくりにも力を

注ぎ、旭川市に「旭川はれて屋台村」
（2022年）、下関市に「唐戸はれて
横丁」（2024年）を開業。2024年
７月には、「旭川平和通商店街振興組
合理事長」に就任しました。
　杉村さんのモットーは、肩書に頼
らず、「まず動く・先に挨拶・よく聴
く」こと。その小さな実践は、政治
と実業の現場でつかんだ“再起の作
法”として、大きな自信と成果を導
きます。失敗の活かし方、運を呼ぶ
準備、お金と時間の使い方、暮らし
と地域を元気にする手立てなど、具
体例をユーモアたっぷりにお話しい
ただけることでしょう。
　人生を軽やかにするためのヒント
を得る！　笑って学べる今回の講演
会。どうぞご期待ください!!
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1月の講演会は第3水曜日です。
宇宙飛行士・日本科学
未来館名誉館長



■秋川さんの生歌、初めて聴きました。大
ホールに響き渡る歌声、それも４曲です。
特に、『千の風になって』の時には、涙が出
ました。お父様と息子さんとの共演も素敵
ですね。
　本当に夢大学です。素敵な方々にお会い
でき、お話が聴けるのですから。

佐世保市木風町●西　照美

■「夢のある人生」 私の夢は何だったのか
と、考えてもわからないのが現実です。４曲
の中で、特に『千の風になって』は、亡く
なった友の顔が思い出され、懐かしく感じ
ました。
 “夢は声に出すこと” 小さなことですが、
これからも健康でいたいと思っています。

佐世保市大宮町●田中　美禰

■「夢をもったら、言葉に出すこと」
　このポリシーをもつことで、目標がしっ
かり見えてくる。そこで、目標に向かって
努力を重ねる。有言実行してこられた秋川
さんの言葉は、心に響いた。
　また、『千の風になって』を聴いて、亡き
祖母のことを思い、涙が出てきた。素晴ら
しい声を、いつまでも私たちに届けてほし
い。

佐世保市潮見町●山田　毅

■夢は言葉にして、声に出せば叶う！
　本当にそうだと思います。『千の風になっ
て』を聴くと、連れ合いを思い出し、つい
涙ぐみました。次の夢が、無事叶えられる
ことを願い、ますますのご活躍を期待しま
す。姫子さんと会えたらいいですね！

佐世保市鹿子前町●原　逸子

■彫刻やマラソンと、アグレッシブに挑戦
される秋川さん。「夢をもったら言葉に出し
て行動する」のエピソードに心打たれまし
た。紅白歌合戦出場『千の風になって』の
記憶が蘇り、YouTubeの「親子３代コン
サート」の父上の歌声は素晴らしい声量で
した。
　秋川さんの講演会は、最高なるクリスマ
スプレゼントでした。

佐世保市東浜町●碇屋　秀俊

■秋川氏のお話を聴き、感動しました。自
己を常に磨き、努力し、夢をもって夢を実
現し、また次の夢へと出発。素晴らしいこ
とだと思います。
　今、私は65歳、とても考えさせられる講
演でした。歌っていただいた曲、すべてに
感動し、私の血がときめきました。これか
ら、小さな夢をもち、一歩前へと進んでい
きたいと思います。

佐世保市陣の内町●井手　孝広

■秋川さんのミニライブ、感動！感動！で
した。あの迫力ある声に吸い込まれ、酔い
しれ、涙が出ました。また、何歳になって
も、夢をもつことを実践されているお話
も、素晴らしかったです。背中を押してい
ただきました。

佐世保市黒髪町●久富　恵子

■北星会同期会で、秋川さんの『千の風に
なって』の曲をセットしたものの、各々の
想いが重なり、声がつまり、皆歌えなかっ
たことがあります。
　音楽の力ってスゴイ！　一瞬で時を戻せ
て、心は一つに！　加齢も吹き飛ばす素敵
な師走ですね。　

佐世保市比良町●岡井　眞紀

■「夢のある人生」 今回、たくさんのエピ
ソードをお話ししてくださいました。一つ
の夢を追いかけ、また次の夢を追いかけ
る。終わりはないのですね。
　今日は、一足早くクリスマスのプレゼン
トをもらったみたいで、心豊かになった気
分です。

佐世保市赤崎町●木村　典子

①「夢のつづき」11月号同封の「払込取扱票」をもとに、郵便局
で受講料を納入ください。 （紛失の場合は、再発行します。）
　※各受講料は、「払込取扱票」に記載していますが、家族を追加・

削除の場合は、金額が違ってきますので、確認のため、させぼ
夢大学事務局（☎0956-25-9555）にお電話ください。

②納入が早い方から、順に「学生証」が郵送で届きます。
※早い方で、２月上旬から郵送する予定です。

申
込
み
は
お
早
め
に

早割!!

令和8年度（第35期）講演会 受講申込みについて
受講申込みをされる方の手順 現受講生の皆様には、早割価格の金額を「払込

取扱票」に記載しています。

【参考】年間受講料の早割価格
・個人またはグループ  1人 19,000円 →18,000円（税込）
・夫婦・家族（同居の方） 1人 18,000円 →17,000円（税込）
※ 一般受付（新聞等のはがきによる申込み）期間
　　 令和7年12月21日㈰～令和8年2月13日㈮

※ 早割期間は、令和8年1月30日（必着）までとなっています
    ので、納入は早めにされてください。

法人学生の皆様へ 佐世保市中小企業勤労者福祉サービスセンター
（ウェルズサセボ）会員の皆様へ

　「夢のつづき」11月号発送と同時期に、各法人あてに文書を
郵送しています。来年度も、法人として申込まれる際には、
その手順にしたがって申込まれてください。

　来年度も受講ご希望の方は、上の要領のとおり、申込まれて
ください。詳細は、12月末発行の「ウェルズサセボ広報紙
１・２月号」をご覧ください。

令和8年度（第35期）講演会予定はウラ面をご覧ください。

※
締
め
切
り
は
１
月
28
日
㊌
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

秋川雅史 氏



“夢 ”を言葉に出そう！
～涙を誘う 心ゆさぶる歌声に感動～

夢のつづき　令和8年1月1日発行・第三種郵便物認可

◆日 時／1月21日㈬　午後6時～6時20分
◆演 目／津軽三味線
◆出 演／木下恒存

◆出演者紹介
　1973年、諫早市生まれ。姉の勧めで弾い
た三味線の響きに衝撃を受け、本格的な修行
を決意。住み込みの修行に出た後、本場青森
や東京にも通い、津軽三味線の修行を重ね
る。20歳より、津軽三味線家元の内弟子と
なる。
　津軽三味線全日本大会にて、団体の部で
優勝。個人の部でも、同大会でＢ級優勝等、
数々の賞を受賞している。
　2006年、『黒川桃太郎賞』を受賞し、名実
ともに津軽三味線の若手継承者として、全国
的に注目される。現在、諫早・佐世保・福岡
に教室を開き、後進の指導も行っている。

◆曲 目
１．津軽じょんから節
２．津軽あいや節
３．津軽三味線曲弾き  他

夢のひろば

つねあり

迷
い
な
が
ら
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
、
こ
れ
ぞ
歌
‼　

大
歓
声
の
中
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
幕

も
下
り
、
我
に
返
り
ま
し
た
。
柔
ら

か
な
ト
ー
ク
、
夢
を
も
つ
素
敵
な

お
話
、
美
し
い
声
に
ふ
れ
、〝
こ

こ
に
来
な
い
と
こ
ん
な
感
動
は
味

わ
え
な
い
〟
と
思
い
、
す
ぐ
入
会

を
決
め
ま
し
た
。
お
店
の
お
客
様

と
の
話
で
も
、「
や
り
た
い
こ
と

は
進
ん
で
や
ろ
う
、
人
生
自
由
に

生
き
よ
う
」
が
結
論
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
も
楽
し
み
ま
す
。

音
が
生
き
て
い
る

佐
世
保
市
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
町
　
松
井  

昭
夫

　

こ
の
日
、
ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
は
、「
万
雷
の
拍
手
」
で

大
き
く
揺
れ
た
。『
千
の
風
に
な

っ
て
』
は
、
テ
レ
ビ
・
レ
コ
ー
ド

等
で
何
十
回
も
聴
き
、
仲
間
と
歌

い
、
一
人
で
口
ず
さ
ん
だ
歌
だ
。

歌
声
に
感
動
し
、
心
が
大
き
く
揺

さ
ぶ
ら
れ
た
歌
で
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
機
器

を
通
し
て
の
感
動
で
あ
っ
た
。　

　

秋
川
氏
の
歌
声
を
直
に
聞
い
た

の
は
初
め
て
で
あ
り
、
全
身
全
霊

で
歌
う
、
深
く
力
強
い
歌
声
は
、

私
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
、
ま
さ

に
〝
衝
撃
〟
だ
っ
た
。「
私
の
喉
は

楽
器
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
も
、

納
得
で
あ
る
。

　

ト
ー
ク
も
軽
快
で
あ
り
、
ど
ん

な
〝
夢
〟
を
描
い
て
き
た
か
、
少

年
時
代
か
ら
現
在
ま
で
を
語
っ
て

く
れ
た
。
ま
た
、
親
子
三
代
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
際
に
、
ソ
ロ

で
歌
う
父
の
背
中
を
見
て
「
生
涯

現
役
で
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
夢
が

湧
い
て
き
た
と
語
る
。
さ
ら
に
、

「
オ
ペ
ラ
」
に
出
る
こ
と
が
今
後

の
目
標
で
、
体
調
管
理
と
日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
な
い
と

語
っ
た
。

　

最
後
に
、『
長
崎
の
鐘
』
を
熱

唱
。
彼
の
発
す
る
、
一
言
一
句
、

歌
詞
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
全
て
が
、

私
の
細
胞
一
個
一
個
に
語
り
か
け

て
く
る
。
グ
イ
グ
イ
と
入
り
込
ん

で
く
る
心
地
良
さ
と
、
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
感
覚
に
涙
が
溢
れ
て

き
た
。〝
音
が
生
き
て
い
る
〟
こ

と
を
実
感
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
曲

『
翼
を
く
だ
さ
い
』
で
は
、
歌
声

と
と
も
に
、
私
の
心
は
ア
ル
カ
ス

か
ら
大
空
に
飛
び
出
し
て
い
た
。

　

い
つ
も
は
、
電
車
の
時
間
で
そ

そ
く
さ
と
会
場
を
後
に
す
る
の
だ

が
、
今
回
は
、
し
ば
し
感
動
の
余

韻
を
楽
し
ん
だ
。

　

会
場
を
出
る
と
、
青
空
に
は
、

白
い
雲
が
茜
色
に
染
ま
り
始
め
て

い
た
。

今
で
き
る
何
か

佐
世
保
市
大
和
町
　
新
北  

博
美

　

頭
の
先
か
ら
指
の
先
、
つ
ま
先

ま
で
全
身
を
使
い
、
堂
々
と
力
強

い
圧
巻
の
歌
声
！　

み
な
ぎ
る
迫

力
に
、
私
ま
で
力
が
入
っ
て
引
き

込
ま
れ
ま
し
た
。
目
標
は
口
に
出

し
、
そ
し
て
口
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
惜
し
み
な
い
努
力
の
先
の

〝
夢
〟
の
実
現
だ
と
、
テ
ノ
ー
ル

の
歌
声
が
体
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

ご
自
分
だ
け
で
な
く
、
次
の
世

代
の
人
の
活
躍
の
場
を
作
っ
た

り
、
親
子
三
世
代
の
共
演
を
Ｙｏ
ｕ

Ｔｕ
ｂｅ
に
披
露
さ
れ
た
り
し
て
、

ま
す
ま
す
成
長
し
て
い
る
生
涯
現

役
の
秋
川
さ
ん
。
ぜ
ひ
オ
ペ
ラ
も

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

43
歳
か
ら
始
め
ら
れ
た
彫
刻
の

作
品
を
見
ま
し
た
。
何
と
多
才
な

方
で
し
ょ
う
！　

10
年
後
の
自
分

よ
り
も
、
確
実
に
10
歳
若
い
今
の

自
分
。
10
年
後
に
今
を
思
い
返
せ

る
た
め
に
、
私
も
〝
夢
〟
を
も
っ

て
、
今
で
き
る
何
か
を
探
さ
な
い

と
！ 

と
思
い
ま
し
た
。

　

戦
後
80
年
で
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学

に
来
て
い
た
だ
い
た
の
も
何
か
の

縁
。
姫
子
さ
ん
の
消
息
が
わ
か
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

人
生
へ
の
夢
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐
世
保
市
南
風
崎
町
　
横
山  

春
美

　

講
師
は
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
秋

川
氏
。
く
し
く
も
夢
大
学
と
同
じ

〝
夢
〟
が
テ
ー
マ
。
そ
の
美
声
は

期
待
ど
お
り
で
、
ト
ー
ク
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
。

　

最
初
の
曲
は
、『
慕
情
』。
そ
の

美
声
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ

た
。〝
夢
〟
を
言
葉
に
出
す
こ
と

が
大
切
で
、
目
標
を
明
確
に
し

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

夢
を
実
現
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
千
の
風
に
な
っ

て
』
も
熱
唱
。
紅
白
出
場
の
夢
を

果
た
し
た
。
オ
ペ
ラ
は
マ
イ
ナ
ー

な
た
め
、
経
済
的
問
題
を
は
じ
め
、

苦
労
が
多
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、

若
手
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
社
会
貢

献
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る
。

　

自
ら
を
ま
だ
成
長
過
程
に
あ
る

と
分
析
し
、
現
役
と
は
成
長
を
続

け
る
こ
と
で
あ
る
と
。
こ
の
前
向

き
な
姿
勢
で
、
今
日
の
氏
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
音
楽
家
の
父
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
息
子
と
の
三
世
代
コ
ン

サ
ー
ト
も
実
現
。

　

加
齢
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
ま

だ
ま
だ
若
い
と
考
え
、
そ
の
時
点

で
今
で
き
る
何
か
を
見
つ
け
て
挑

戦
す
る
と
力
説
。
59
歳
で
ハ
ー

フ
、
60
歳
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑

戦
予
定
と
の
こ
と
。

　

子
育
て
と
教
育
に
関
す
る
本
も

出
版
。
平
和
に
つ
い
て
の
講
演
も

予
定
。『
長
崎
の
鐘
』
を
熱
唱
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、『
翼
を
く
だ
さ

い
』。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
曲
に
、
い

ろ
い
ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
美
声
と
教
育

と
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。

夢
大
学
を
人
生
の
生
き
甲
斐
に
！

佐
世
保
市
瀬
戸
越
二
丁
目
　
吉
冨  

笑
子

　

一
回
二
千
円
で
、
一
流
の
講
師

の
話
が
聴
け
、
一
つ
で
も
自
分
の

知
識
の
糧
に
な
れ
た
ら
と
の
思
い

で
、
34
年
前
、
一
期
目
の
さ
せ
ぼ

夢
大
学
に
入
会
し
ま
し
た
。〝
今

日
か
ら
大
学
生
〟 

仕
事
片
手
に
家

族
の
夕
食
の
準
備
を
し
て
、
ひ
と

月
に
一
回
の
外
出
に
生
き
甲
斐
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

病
気
の
た
め
、
一
年
休
み
ま
し

た
が
、
33
年
の
留
年
で
、
こ
こ
ま

で
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
人

生
の
中
の
一
つ
の
自
慢
で
も
あ
り

ま
し
た
。
夜
だ
か
ら
続
け
ら
れ
た

の
で
す
が
、
ま
だ
仕
事
を
し
て
い

る
私
に
は
、
ま
し
て
土
曜
日
の
昼

の
時
間
は
無
理
の
よ
う
で
、
来
年

の
申
込
み
を
し
な
い
ま
ま
で
い
ま

し
た
。
で
も
、
こ
こ
で
や
め
た
ら
、

ず
っ
と
行
か
な
く
な
り
そ
う
で
、

※
締
め
切
り
は
１
月
28
日
㊌
（
必
着
）

※
宛
先
は
、
さ
せ
ぼ
夢
大
学
事
務
局
ま
で

講
演
を
聴
か
れ
た
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 
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夢
の
つ
づ
き
〔
毎
月
１
日
発
行
〕
／
第
34
巻
第
10
号
／
通
巻
第
355
号
・
令
和
８
年
１
月
１
日
発
行

平
成
4
年
10
月
2
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
・
年
間
購
読
料
1
，７
０
０
円
（
郵
便
料
共
）

事
務
局
だ
よ
り

佐世保史談会 名誉会長　中
なかしま

島　眞
まさすみ

澄

� 中村  京太郎　なかむら  きょうたろう

� 豊島  徳治　とよしま  とくじ

�
中
村  

京
太
郎

 （
一
八
六
五
～
一
九
三
二
）

炭
鉱
経
営
者
・
西
肥
バ
ス
創
業
者

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
四
月
、

長
崎
県
彼
杵
郡
早
岐
村
（
現
佐
世

保
市
早
岐
町
）
で
松
尾
松
次
の
二

男
と
し
て
誕
生
。
明
治
初
頭
江
迎

に
移
り
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）、

叔
父
中
村
興
次
郎
の
養
子
と
な

る
。
一
代
で
北
松
有
数
の
炭
鉱
経

営
者
と
な
り
、「
小
川
内
炭
鉱
」

他
十
数
か
所
を
経
営
。
江
迎
村
会

議
員
や
「
佐
々
銀
行
」
頭
取
を
務

め
た
。

　

一
方
、
大
正
初
期
の
佐
世
保
市

の
発
展
と
拡
大
に
伴
う
人
口
の
急

激
な
増
加
は
、
北
松
と
佐
世
保
間

の
交
通
量
の
拡
大
が
不
可
欠
と
見

越
し
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）、

「
中
村
自
動
車
商
会｣

を
経
営
し

て
い
た
中
村
庄
三
が
、
輸
送
量
増

強
の
協
力
を
地
域
の
事
業
家
に
要

請
し
て
き
た
。
そ
れ
を
請
け
て
、

同
九
年
二
月
、
炭
鉱
経
営
者
の
法

師
山
儀
一
、「
潜
龍
酒
造
」
の
山

下
庄
左
衛
門
、「
マ
ル
ヤ
マ
醤
油
」

の
山
下
庄
三
郎
な
ど
、
江
迎
の
事

業
家
た
ち
に
よ
り
、「
西
肥
自
動

車（
株
）｣

（
西
肥
バ
ス
）
が
設
立
さ

れ
、
そ
の
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、「
西

肥
バ
ス｣

は
、
佐
世
保
市
内
の
春

日
・
日
宇
間
の
路
線
を
車
両
と
共

に
佐
世
保
市
に
譲
渡
し
た
。
お
か

げ
で
、
佐
世
保
市
は
全
国
で
二
番

目
に
バ
ス
事
業
に
乗
り
出
し
た
こ

と
と
な
る
。
そ
の
後
、
県
北
の
交

通
網
の
整
備
に
努
め
、
同
一
〇

年
、
佐
世
保
～
田
平
間
と
、
佐
世

保
～
相
浦
間
に
乗
合
バ
ス
を
走
ら

せ
た
。

　

大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）、

「
佐
世
保
商
業
銀
行
」（
現
十
八
親

和
銀
行
）
の
取
締
役
と
な
っ
た
。

�
豊
島  

徳
治

 （
一
九
〇
三
～
一
九
八
三
）

県
会
議
員

　

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、
北

松
浦
郡
福
島
村
（
現
松
浦
市
福
島

町
）
に
、
松
田
早
之
助
の
三
男
と

し
て
出
生
。
継
嗣
の
い
な
か
っ
た

姉
の
養
子
に
入
り
、
豊
島
姓
と
な

る
。
福
島
尋
常
小
学
校
卒
。
進
学

を
望
ん
だ
が
許
さ
れ
ず
、
反
発
し

て
警
察
官
の
道
に
進
ん
だ
。
明
敏

な
質
と
努
力
に
よ
っ
て
栄
進
し
、

長
崎
原
爆
投
下
時
は
県
刑
事
課
長

20

中村　京太郎

豊島　徳治

の
任
に
あ
っ
た
。

　

前
歴
か
ら
自
動
的
に
救
援
隊
長

に
就
任
、
過
酷
な
救
援
に
当
っ
た
。

県
庁
火
災
の
報
を
受
け
る
と
、
直

ち
に
地
下
室
か
ら
す
べ
て
の
薬
品

を
運
び
出
し
た
。
こ
れ
は
六
月
の

佐
世
保
空
襲
視
察
の
経
験
か
ら
、

薬
品
不
足
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た

た
め
で
、
後
に
こ
の
状
況
下
で
職

員
が
避
難
し
て
無
人
で
あ
っ
た
と

憤
慨
し
て
語
っ
て
い
る
。

　

戦
後
は
、
浦
頭
引
揚
者
援
護
局

の
警
備
責
任
者
と
し
て
赴
任
。
朝

鮮
・
台
湾
へ
の
困
難
な
送
還
に
、

靴
を
脱
い
で
寝
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
う
。
昭
和
二
一
年
（
一
九

四
六
）、
佐
世
保
警
備
本
部
長
に

転
任
。
米
艦
上
で
駐
留
軍
と
の
交

渉
に
あ
た
り
、
こ
の
時
の
将
校
と

は
終
生
交
流
が
あ
っ
た
。
の
ち
行

政
職
に
移
り
、
初
代
県
北
支
所
長

を
最
後
に
官
界
を
引
退
。

　

昭
和
二
七
年
、
五
〇
歳
で
北
松

地
区
か
ら
県
議
に
立
候
補
し
当

選
。
三
期
を
無
所
属
で
通
し
、
中

立
を
貫
き
、
信
望
が
厚
か
っ
た
。

昭
和
三
九
年
落
選
。
県
信
用
保
証

協
会
の
理
事
長
な
ど
を
務
め
、
同

五
八
年
一
二
月
、
衆
議
院
選
挙
の

応
援
ス
ピ
ー
チ
中
、
心
筋
梗
塞
に

よ
り
八
一
歳
で
急
逝
し
た
。（敬

称
略
）

★「
自
己
研
鑽
」の
場
！

来
年
度
も
、さ
せ
ぼ
夢
大
学
へ
!!

　

現
受
講
生
の
皆
様
、
令
和
８
年

度
の
講
演
会
の
申
込
み（
受
講
料

納
入
）は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

12
月
21
日（
日
）に
は
、
新
聞
各
紙

に
「
折
込
み
チ
ラ
シ
」
が
入
り
、

一
般
受
付
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
せ
ぼ
夢
大
学
は
、
各
分
野

の
著
名
な
講
師
陣
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
１
回
２
０
０
０
円
程

度
の
講
演
料
で
拝
聴
で
き
る
と

い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。
学
生

証
を
家
族
・
友
達
等
と
共
有
し
、

貸
し
借
り
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
都
合
に
合
わ
せ
、
受
講
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、
再

来
年
度
の
令
和
９
年
度
に
は
、
ア

ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
の
大
工
事

が
１
年
中
続
き
、
会
場
を
替
え
て

の
開
催
が
で
き
る
か
ど
う
か
思
案

中
で
す
。
会
場
を
替
え
る
と
、
金

銭
的
な
負
担
が
も
の
す
ご
く
大
き

く
、
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
来
年

度
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
方
々

に
受
講
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

早
割
の
申
込
み
は
、
１
月
30
日

（
金
）ま
で
。
郵
便
局
の
「
払
込
取

扱
票
」
を
紛
失
さ
れ
た
方
に
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
さ
せ
ぼ
夢
大

学
事
務
局
（
☎
２
５
―
９
５
５
５
）

へ
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
学
び
、
考
え
、
行
う
生
涯

学
習
！

　

令
和
８
年
度
も
、
さ
せ
ぼ
夢
大

学
を
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

後援／佐世保市・佐世保市教育委員会
講師の都合や天災、その他不測の事態により、開催日時の変更や延期、または
講師を変更して代替開催する場合があります。

令和８年度（第35期）講演会予定
令和8年

4月4日㈯	 毛利 衛氏
14:30〜16:00	 『宇宙から見た地球生命のつながり』

4月29日（水・祝）	水谷 隼氏
14:30〜16:00	 『打ち返す力』

5月9日㈯ 	 山田 邦子氏（ものまね漫談）
14:30〜16:00	 『大丈夫だよ、がんばろう！』

5月24日㈰ 	 橋下 徹氏（元 大阪府知事）
14:30〜16:00	 『次世代のために　今できること』

6月20日㈯ 	 池谷 裕二氏（東京大学薬学部教授）
14:30〜16:00	 『脳はこんなに悩ましい
　　　　　　　　　　　　～脳を知り、脳を生かす～』

7月11日㈯ 	 青島 広志氏（作曲家・ピアニスト・指揮者）
14:30〜16:00	 『青島広志のおしゃべりコンサート』

8月8日㈯ 	 金子 恵美氏（コメンテーター・元 衆議院議員）
14:30〜16:00	 『働き方改革！  輝く女性が日本を救う』

8月29日㈯ 	 齋藤 孝氏（明治大学文学部教授）
14:30〜16:00	 『50代からの“教養”格差』

宇宙飛行士・日本科学
未来館名誉館長( )
元 プロ卓球選手
卓球金メダリス( )


